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令和６年度栄区地域福祉保健計画区民アンケート調査 結果概要 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果】 

１ 回答者の属性 

（1） 性別 

･ 回答者の性別は「女性」（55.8％）が男性（40.4％）を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 年齢 

･ 回答者の年齢は「70歳以上」（42.1％）が最も多く、「50～59歳」

（18.5％）が続く。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

■ 調査対象：住民基本台帳から無作為抽出した栄区内に居住する 18 歳以上の市民

3,000 人 

■ 調査期間：令和 6 年 9 月 24 日～10 月 31 日 

■ 調査方法：郵送配布、郵送回収・インターネットによる回答 

■ 設 問 数：20 問 

■ 回 収 数：1,405 票（回収率 46.8％、うち有効回答票 1,403 票（郵送回答

1,065 票（75.9％）、インターネット回答 338 票（24.1％）） 
■ 回収内訳 

 

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不明 合　計

ｎ 43 48 97 176 142 552 7 1,065
％ 4.0 4.5 9.1 16.5 13.3 51.8 0.7 100.0

ｎ 48 57 63 84 46 39 1 338
％ 14.2 16.9 18.6 24.9 13.6 11.5 0.3 100.0

郵送回答

インター
ネット回答

n=1403

問１-1 性別

40 .4 55 .8 3 .8

0% 25% 50% 75% 100%

男性 女性 不明

n=1403

6 .5 7 .5 11 .4 18 .5 13 .4 42 .1 0 .6

0% 25% 50% 75% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不明

問1-2 年齢区分
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（3） 家族形態 

･ 「親と子（２世代）」（45.5％）が最も多く、続く「２人暮らし（夫婦・パー

トナー）」（34.5％）を11.0ポイント上回る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 居住形態 

･ 「持家（一戸建て）」（54.1％）が最も多く、続く「持家（マンション・共同

住宅）」（25.4％）と合わせると約８割が『持家』である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5） 居住地区 

･ 「豊田地区」（23.2％）が最も多く、「本郷中央地区」（17.8％）、「小菅ケ

谷地区」（15.1％）が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=1403

13 .1 34 .5 45 .5 5 .1

1 .1

0 .8

0% 25% 50% 75% 100%

ひとり暮らし ２人暮らし（夫婦・パートナー） 親と子（２世代） 親と子と孫（３世代） その他 不明

問1-3 世帯構成

n=1403

54 .1 25 .4

1 .9
1 .9

4 .6
0 .6

10 .1
0 .4
1 .1

0% 25% 50% 75% 100%

持家（一戸建て） 持家（マンション・共同住宅） 借家（一戸建て）

借家（県営・市営の共同住宅） 借家（都市再生機構[旧公団]・公社の共同住宅） 社宅、公務員住宅

民間アパート、民間賃貸マンション その他 不明

問2 現在のお住まい

n=1403

23 .2 11 .5 15 .1 17 .8 11 .2 6 .2 14 .4 0 .6

0% 25% 50% 75% 100%

豊田地区 笠間地区 小菅ケ谷地区 本郷中央地区 本郷第三地区 上郷西地区 上郷東地区 不明

問3 居住地区別
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（6） 仕事の状況 

･ 「常勤・フルタイム」（29.4％）が最も多く、「無職」（28.6％）、「専業主

婦・主夫」（17.2％）が続く。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7） 居住期間 

･ 「40年以上」（32.4％）が最も多く、「20～29年」（18.0％）、「30～

39年」（15.9％）が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 身近な生活について 

（1） 定住意向 

･ 「住み続けたい」と「どちらかというと住み続けたい」を合わせた現在の居住

地域に『住み続けたい』の割合は90.8％である。 
 

 

 

 

 

 

  

n=1403

29 .4 15 .5 3 .9 17 .2 2 .4 28 .6

2 .4

0 .7

0% 25% 50% 75% 100%

常勤・フルタイム パート・アルバイト 自営業 専業主婦・主夫 学生 無職 その他 不明

問4 あなたのお仕事の状況はどれに該当しますか

n=1403

10 .8 7 .1 6 .5 8 .6 18 .0 15 .9 32 .4 0 .6

0% 25% 50% 75% 100%

５年未満 ５～９年 10～14年 15～19年 20～29年 30～39年 40年以上 不明

問5 栄区にお住まいの期間

n=1403

61 .2 29 .6 6 .9

1 .6

0 .8

0% 25% 50% 75% 100%

住み続けたい どちらかというと住み続けたい どちらかというと住み続けたくない 住み続けたくない 不明

問6 これからも栄区に住み続けたいと思いますか。
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（2） 住み続けたいと思う理由 

･ 「住み慣れているから」（71.6％）が最も多く、続く「自分や家族の持家のた

め」（53.5％）の２項目の回答が５割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 心配ごとや困っていること 

･ 「自分の病気や障害、老後のこと」（40.2％）が最も多く、「家族の健康や生

活上のこと」（31.7％）、「景気や生活費のこと」（18.0％）の順に続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.6
53.5

40.1
36.9 

28.3 
26.9

15.1
15.0
15.0
14.2 

11.6 
10.1 

7.0 
5.3

3.2 
2.5 
1.3 

住み慣れているから
自分や家族の持家のため

緑や公園など自然環境に恵まれているから
治安が良いと思うから
買い物に便利だから

交通の利便性が高いから
通勤・通学に便利なため

家族・親せきが近くに住んでいるから
街並みが整っているから

医療・福祉・介護サービスが充実しているから
趣味や余暇活動がしやすいため

公共施設が充実しているから
地域交流が盛んで住民相互のつながりが強いから

家賃や住宅の価格が手ごろのため
子育て・教育環境が充実しているから

その他
不明

(%)

問6－１ 問6で「１ 住み続けたい」または「２ どちらかというと住み続けたい」と答えた方

は、その理由を選んでください（〇はいくつでも）

n=1273

40.2
31.7

18.0
9.8
9.1
8.7
8.1
7.8
7.1
6.6

3.6
2.9
2.1
1.9

15.3
3.8

8.0

自分の病気や障害、老後のこと

家族の健康や生活上のこと

景気や生活費のこと

事故や災害のこと

現在及び将来の土地・建物の管理や相続のこと

外出の手段のこと

子どもの保育や教育のこと

犯罪や防犯のこと

住宅のこと

仕事や職場のこと

地域の環境のこと

失業・倒産や収入が減ること

近隣からの悪臭・騒音のこと

近所付き合いのこと

心配ごとや困っていることはない

その他

不明

(%)
問７ あなたは、近頃、ご自分やご家族の生活のことで心配ごとや困っていることがあり

ますか。（○は３つまで）

n=1403
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（4） 心配ごとや困ったことが起きた時、相談する人 

･ 「家族・親せき」（81.3％）が最も多く、２位の「友人や知人」（42.3％）を

大きく引きはなしている。３位には「かかりつけの医療機関」（20.5％）の順

に続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域のつながりについて 

（1） 隣近所とのつき合い方 

･ 全体では『立ち話以上のつき合い』（「困ったときに相談や助け合いができ

る」、「簡単な頼みごとができる」、「たまに世間話や立ち話をする」の合

計）が47.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 自治会・町内会に加入しているか 

･ 全体では「加入している」（77.6％）が「加入していない」（20.7％）を大き

く上回っている。 

 

 

 

 

 

 

81.3
42.3

20.5
13.1
12.3

10.3
9.2

6.7
4.6

2.6
2.5
2.4

4.7
3.1

2.1
2.0

家族・親せき

友人や知人

かかりつけの医療機関

区役所

地域ケアプラザ（地域包括支援センター）

近所の人

インターネットやSNSなどの利用

専門機関の相談窓口（福祉活動団体・民間の相談窓口など）

自治会・町内会の役員や民生委員など

栄区社会福祉協議会

同じ悩みを抱える人

保育所、幼稚園、学校、放課後の居場所

相談する人（場所）は思い当たらない

相談しない

その他

不明

(%)

問８ 心配ごとや困ったことが起きた時、相談する人や相談する場所はありますか。

それは、誰・どこですか (「相談したことがある」、または「相談しようと思う」を含めてお答えください) 。（○はいくつでも）

n=1403

11 .1 10 .2 26 .3 44 .4 7 .1 0 .9

0% 25% 50% 75% 100%

困ったときに相談や助け合いができる 簡単な頼みごとができる たまに世間話や立ち話をする

顔を見ればあいさつをする まったく付き合いはない 不明

問９ あなたは日頃、近所の人とどの程度の付き合いをしていますか。

n=1403

77 .6 20 .7 1 .7

0% 25% 50% 75% 100%

加入している 加入していない 不明

問10 あなたは、お住まいの地域の自治会・町内会に加入していますか。

n=1403
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（3） 地域活動への参加 

･ 参加者として「参加している」割合が最も高いのは、「お祭り、季節の行事な

ど」（40.1％）で、「自治会、町内会の活動」（32.8％）、「地域の清掃活動

や美化活動」（25.9％）が続いている。 

･ スタッフ・ボランティアとして「参加している」割合が高いのは、「自治会、

町内会の活動」（25.3％）、「お祭り、季節の行事など」（23.7％）が多く挙

げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 活動に参加してよかったこと 

･ 「地域社会に貢献できた」（46.3％）が最も多く、「新たな友人・知人ができ

た」（37.2％）、「新しい知識や経験が身についた」（22.0％）が上位に挙げ

られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.1

9.6

17.7

32.8

10.8

4.6

7.3

4.5

2.3

25.9

12.0

0.6

23.7

3.2

5.8

25.3

7.0

2.6

9.6

4.8

3.8

9.8

8.1

1.6

１ お祭り、季節の行事など

２ 健康づくりの活動

３ 趣味やスポーツの集まりなどの活動

４ 自治会、町内会の活動

５ 子ども会の活動

６ 老人クラブの活動

７ 子どもや青少年支援の活動

８ 高齢者の集いの場や見守り活動

９ 障害当事者の活動や、障害児・者を支援する活動

10 地域の清掃活動や美化活動

11 防犯・防災・交通安全などの活動

12 その他

参加者として

スタッフ・ボランティアとして

(%)問11 あなたは、地域の様々な活動に参加したことがありますか。

n=1403

46.3

37.2

22.0

17.9

17.0

10.3

4.6

11.9

地域社会に貢献できた

新たな友人・知人ができた

新しい知識や経験が身についた

自分自身の健康に役立った

生活が充実していると感じられた

自分の技術や経験をいかすことができた

その他

不明

(%)

【問11で１つでも「参加したことがある」を選んだ方にうかがいます】

問11-1 活動に参加してよかったと思うことは何ですか。（参加者または、スタッフ・ボランティアとして参加したことがある方）

n=991
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（5） 活動に参加したきっかけ 

･ 「持ち回りの当番だったから」（59.9％）が最も多く、続く「家族や友人・知

人などに誘われたから」（21.5％）を大きく引きはなしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6） 今後、参加者として地域活動に参加したいと思う条件 

･ 「内容に興味があれば」（50.9％）と「時間的に余裕があれば」（46.1％）の

２つの回答が、続く「近ければ」（15.9％）以降を大きく引きはなしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.9

21.5

18.2

17.3

13.7

10.6

8.0

5.7

0.2

4.0

6.2

持ち回りの当番だったから

家族や友人、知人などに誘われたから

必要性を感じたから

時間的に余裕があったから

仲間・友人づくりにつながると思ったから

趣味・特技・経験をいかせそうだから

近かったから

自分の健康づくりになると思ったから

費用弁償・謝金があるから

その他

不明

(%)

【問11で１つでも「スタッフ・ボランティアとして参加している」を選んだ方は、問11-2をお答えください】

問11‐2 参加したのは、どのようなきっかけでしたか。

n=548

50.9

46.1

15.9

15.0

13.9

9.2

8.5

6.3

4.8

14.5

内容に興味があれば

時間的に余裕があれば

近ければ

家族や友人、知人などに誘われたら

健康づくりになりそうなら

情報があれば

新たな仲間・友人ができそうなら

参加費があまりかからなければ

その他

不明

(%)
問12 あなたは、今後、どのような条件であれば、地域活動に参加者として参加したいと思いますか。（○は３つまで）

n=1403
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（7） 今後、スタッフ・ボランティアとして地域活動に参加したいと思う条件 

･ 「時間的・体力的に無理がない程度なら」（48.8％）と「内容に興味があれ

ば」（40.0％）が、続く「近ければ」（12.5％）を大きく引きはなしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 福祉保健について 

（1） 栄区地域福祉保健計画「さかえ・つながるプラン」の認知 

･ 全体では「内容も含めてよく知っている」（2.5％）と「名前は聞いたことがあ

る」（23.4％）を合わせると『知っている』は25.9％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.8

40.0

12.5

12.0

10.3

10.1

7.4

6.1

5.8

5.0

4.3

18.2

時間的・体力的に無理がない程度なら

内容に興味があれば

近ければ

持ち回り当番などきっかけがあれば

趣味・特技・経験をいかせそうなら

家族や友人・知人に誘われたら

健康づくりになりそうなら

多少の謝礼があれば

仲間・友人ができそうなら

情報があれば

その他

不明

(%)
問13 あなたは、どのような条件であれば地域活動にスタッフ・ボランティアとして参加したいと思いますか。（○は３つまで）

n=1403

70 .7 23 .4 2 .53 .4

0% 25% 50% 75% 100%

知らない 名前は聞いたことがある 内容も含めてよく知っている 不明

問14 あなたは、栄区地域福祉保健計画「さかえ・つながるプラン」について知っていますか。

n=1403
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（2） 情報をどこから得ているか 

･ 広報よこはま（市・区発行の広報紙）」（53.8％）と「自治会・町内会の回覧

板、掲示板など」（45.3％）が、続く「自治会・町内会役員などからの情報」

（12.9％）を大きく引きはなしている。 

･ 「特にない」（20.7％）は約２割の回答である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 安全・安心・健康について 

（1） 顔の見える関係づくりに取り組むことは必要か 

･ 「とても必要だと思う」（37.1％）と「必要だと思う」（52.0％）を合わせた

『必要』の割合は89.1％である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37 .1 52 .0

2 .1

7 .1 1 .7

0% 25% 50% 75% 100%

とても必要だと思う 必要だと思う 必要ないと思う わからない 不明

問16 災害時に地域での助け合いが上手くいくためには、日頃からお互いを気に掛け合うなど顔の見える関係づくりに取り組む

ことは必要だと思いますか。（○は１つ）

n=1403

53.8

45.3

12.9

10.5

10.3

8.9

7.8

6.4

5.4

2.9

2.3

20.7

1.3

4.2

広報よこはま（市・区発行の広報紙）

自治会・町内会の回覧板、掲示板など

自治会・町内会役員などからの情報

家族・知人などからの情報

タウン情報誌

公共施設の配架チラシ・パンフレット

地域ケアプラザからの情報

栄区ウェブサイト(ホームページ)

新聞・テレビ・ラジオ

SNS(X（旧 Twitter）LINE、YouTubeなど）

一般のウェブサイト(ホームページ)

特にない

その他

不明

問15 あなたは、地域の福祉保健に関する活動の情報をどこから得ていますか。（○はいくつでも）
(%)

n=1403
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（2） 顔の見える関係づくりのために必要なこと 

･ 「近所でのあいさつ・声かけ」（83.2％）が最も多く、続く「近所での日頃か

らの付き合い」（49.6％）を大きく引きはなしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 食べ物を摂取する頻度 

･ 10品目の食品について食べる頻度をたずねたところ、「ほとんど毎日」の割合

が最も高いのは「牛乳・乳製品」（59.3％）で、「油脂類」（49.5％）、「緑

黄色野菜」（47.8％）が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.2

49.6

36.1

24.3

19.8

19.7

17.6

10.9

9.6

1.3

4.3

近所でのあいさつ・声かけ

近所での日頃からの付き合い

自治会・町内会活動への参加（防犯や美化活動など）

住民一人ひとりがまちづくりに関心を持つこと

いろいろな世代の交流の場をつくること

祭りなど行事への参加

役員任せにせず、一人ひとりが責任を持つこと

趣味を通じてのグループづくり

活動を展開するリーダーの存在

その他

不明

問16-1（問16で「１ とても必要だと思う」または「２ 必要だと思う」に○をつけた方のみ）地域で顔の見える関係づくりを進め

るためには何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） (%)

n=1250

15 .5

39 .6

40 .3

59 .3

36 .9

47 .8

15 .5

7 .3

36 .6

49 .5

31 .1

39 .0

27 .0

11 .6

28 .6

28 .9

24 .2

22 .7

18 .5

26 .5

47 .5

18 .1

28 .6

17 .2

29 .6

18 .7

45 .2

56 .7

29 .2

19 .9

4 .6

2 .0

2 .8

10 .2

3 .1

3 .0

13 .8

11 .9

14 .3

3 .1

0% 25% 50% 75% 100%

魚介類（生鮮・加工品、すべての魚や貝類） (n=1403)

肉類（生鮮・加工品、すべての肉類） (n=1403)

卵（鶏卵・うずらなどの卵で、魚の卵を除く） (n=1403)

牛乳・乳製品（コーヒー牛乳やフルーツ牛乳、バターは除く） (n=1403)

大豆製品（豆腐・納豆など大豆を使った食品） (n=1403)

緑黄色野菜（にんじん・ほうれん草などの色の濃い野菜） (n=1403)

海藻（生・乾物を問わず） (n=1403)

いも類 (n=1403)

果物（生鮮・缶詰を問わず、トマトを除く） (n=1403)

油脂類（油炒め、バターやマーガリン、油を使う料理など） (n=1403)

ほとんど毎日 2日に1回 1週間に1～2回 ほとんど食べない

問17 あなたは、下記の１～10の食べ物をどのくらいの頻度で食べていますか。それぞれ、ここ１週間くらいの食事に

ついてあてはまるものをお答えください。（〇は１つずつ）
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（4） 食習慣が良い人 

･ 10品目のうち４品目以上「ほとんど毎日」と回答した人を「食習慣が良い人」

として集計したところ、46.3％が該当する。 

･ 55歳以上の男女を比べると、「食習慣が良い人」の割合は女性（54.1％）が男

性（41.9％）を12.2ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46 .3

41 .9

54 .1

53 .7

58 .1

45 .9

0% 25% 50% 75% 100%

全体 (n=1403)

55歳以上男性 (n=158)

55歳以上女性 (n=262)

食習慣が良い人 非該当

食習慣が良い人
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（5） 普段の生活 

･ 55歳以上の方に普段の生活についてたずねたところ、「週に１回以上は外出し

ていますか」は「はい」が90.0％で最も多く、「普段から家族や友人と付き合

いがありますか」、「体調が悪い時に、身近に相談できる人がいますか」、

「１日３食きちんと食べていますか」、「かかりつけ歯科医を決めています

か」は「はい」が８割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)社会活動とは、「楽しさ、やりがいのある活動や、みんなで集う機会に参加すること」です。（例）町内会、

ボランティア、創作・趣味活動、健康体操、茶話会、シニアクラブ、サロンなど 

83 .0

13 .6 

20 .3 

22 .9 

42 .7 

24 .1 

82 .0 

58 .7 

21 .2

61 .1 

8 .8 

16 .1 

90 .0 

36 .9 

88 .2 

87 .3 

13 .4

82 .6 

75 .9 

73 .8 

53 .9 

71 .6 

14 .3 

37 .3 

74 .4

35 .6 

87 .3 

80 .3 

6 .7 

59 .1 

8 .2 

9 .1 

3 .6

3 .9 

3 .8 

3 .3 

3 .4 

4 .3 

3 .7 

4 .0 

4 .3

3 .3 

3 .9 

3 .6 

3 .3 

4 .0 

3 .6 

3 .6 

0% 25% 50% 75% 100%

１日３食きちんと食べていますか (n=900)

6か月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか (n=900)

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか (n=900)

お茶や汁物でむせることがありますか (n=900)

義歯を使用していますか (n=900)

口の渇きが気になりますか (n=900)

かかりつけ歯科医をきめていますか (n=900)

以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか (n=900)

この１年間に転んだことがありますか (n=900)

ウォーキングなどの運動を週に１回以上していますか (n=900)

周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがある

といわれていますか (n=900)

今日が何月何日かわからない時がありますか (n=900)

週に１回以上は外出していますか (n=900)

月に１回以上社会活動(※)に参加していますか (n=900)

普段から家族や友人と付き合いがありますか (n=900)

体調が悪い時に、身近に相談できる人がいますか (n=900)

はい いいえ 不明

問18 あなたの普段の生活についてお聞きします。あてはまるものをお答えください。

（〇は１つずつ）※55歳以上の方のみご回答ください。
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（6） オーラルフレイル 

･ 55歳以上の方に普段の生活についてたずねたところ、オーラルフレイル（お口

のささいな衰えからはじまる「お口の虚弱」）に該当するのは31.1％である。 

･ オーラルフレイルに該当するのは、男性が31.8％、女性は30.2％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7） フレイル 

･ 55歳以上の方に普段の生活についてたずねたところ、フレイル（『加齢に伴う

予備能力低下のため、ストレスに対する回復力が低下した状態』を表す

“frailty”の日本語訳として日本老年医学会が提唱した用語）に該当するのは

18.9％である。 

･ フレイルに該当するのは、男性は19.6％、女性は17.6％である。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 .1

31 .8

30 .2

68 .9

68 .2

69 .8

0% 25% 50% 75% 100%

全体（55歳以上） (n=900)

55歳以上男性 (n=377)

55歳以上女性 (n=484)

オーラルフレイル該当 オーラルフレイル非該当

オーラルフレイル該当者

18.9

19 .6

17 .6

81 .1

80 .4

82 .4

0% 25% 50% 75% 100%

全体（55歳以上） (n=900)

55歳以上男性 (n=377)

55歳以上女性 (n=484)

フレイル該当 フレイル非該当

フレイル該当者
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６ 栄区の福祉保健全般について 

（1） 今後地域で充実するとよいと思うこと 

･ 「隣近所でのあいさつ・声かけ」（58.2％）が最も多く、「様々な世代の方が

気軽に過ごせる場所」（33.3％）、「高齢者世帯の安否確認・見守り」

（27.5％）が上位３項目に挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.2
33.3

27.5
23.9

21.7
20.5

17.1
17.0

15.8
14.6

13.6
9.2

8.3
6.6
6.6

5.6
4.3

2.9
5.1
5.0

8.1

隣近所でのあいさつ・声かけ

様々な世代の方が気軽に過ごせる場所

高齢者世帯の安否確認・見守り

高齢者への健康づくり・介護予防ができる場所

介護者への支援

子育て中の親への支援

ボランティアなどの地域活動やその担い手の充実

生活習慣病などを予防するための健康づくりへの取組

子どもの居場所

外出や買い物の手助け

認知症に対する理解・支援

ヤングケアラーへの支援

障害児者に対する理解・支援

障害児者の家族への理解・支援

低所得世帯への就労支援・学習支援

ひきこもり、閉じこもりがちな方への支援

多様な性への理解のあるまちづくり

外国人居住者に暮らしやすいまちづくり

特に必要だと思うことはない

その他

不明

(%)

問19 お住まいの地域がもっと住みやすくなるために、どのようなことが今後地域で充実するとよいと思いますか。

（〇は５つまで）

n=1403
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･ 居住地区別では、「子育て中の親への支援」が「笠間地区」（28.0％）と「小

菅ケ谷地区」（23.1％）は３位に挙げられている。 

･ 「高齢者への健康づくり・介護予防ができる場所」が「上郷東地区」

（30.2％）と「本郷第三地区」（29.3％）で３位に挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(%)問19 お住まいの地域がもっと住みやすくなるために、どのようなことが今後地域で充実

するとよいと思いますか。（〇は５つまで）

58.2
33.3

27.5
23.9
21.7
20.5
17.1
17.0
15.8
14.6
13.6

9.2
8.3
6.6
6.6
5.6
4.3
2.9
5.1
5.0
8.1

隣近所でのあいさつ・声かけ

様々な世代の方が気軽に過ごせる場所

高齢者世帯の安否確認・見守り

高齢者への健康づくり・介護予防ができる場所

介護者への支援

子育て中の親への支援

ボラ ンティア・地域活動やその担い手の充実

生活習慣病予防等のための健康づくりへの取組

子どもの居場所

外出や買い物の手助け

認知症に対する理解・支援

ヤングケアラ ーへの支援

障害児者に対する理解・支援

障害児者の家族への理解・支援

低所得世帯への就労支援・学習支援

ひきこもり、閉じこもりがちな方への支援

多様な性への理解のあるまちづくり

外国人居住者に暮らしやすいまちづくり

特に必要だと思うことはない

その他

不明

全体 (n=1403) 豊田地区 (n=326) 笠間地区 (n=161) 小菅ケ谷地区

(n=212)

本郷中央地区

(n=250)
本郷第三地区

(n=157)
上郷西地区 (n=87)

59.2
29.8
29.8

22.7
25.5

16.9
15.3
17.2
13.5
16.3
13.8
10.4
8.6
6.4
8.3
6.7
5.2
1.8
5.2
4.0
8.0

49.7
32.9

26.7
17.4
16.1

28.0
18.0
20.5
22.4

10.6
11.2
13.7
10.6
6.8
8.7
8.1
4.3
3.1
5.0
6.8
4.3

56.1
36.3

22.2
20.8
17.5
23.1

13.2
16.5
18.9

9.4
11.8
9.4
8.5
7.5
8.0
5.7
5.2
3.3
7.1
4.2
9.0

63.2
34.0

29.6
23.6
22.8
19.2
17.2
18.8

14.4
16.0
14.0

7.2
9.6
8.4
4.8
4.8
4.0
4.4
4.0
5.6
7.6

隣近所でのあいさつ・声かけ

様々な世代の方が気軽に過ごせる場所

高齢者世帯の安否確認・見守り

高齢者への健康づくり・介護予防ができる場所

介護者への支援

子育て中の親への支援

ボラ ンティア・地域活動やその担い手の充実

生活習慣病予防等のための健康づくりへの取組

子どもの居場所

外出や買い物の手助け

認知症に対する理解・支援

ヤングケアラ ーへの支援

障害児者に対する理解・支援

障害児者の家族への理解・支援

低所得世帯への就労支援・学習支援

ひきこもり、閉じこもりがちな方への支援

多様な性への理解のあるまちづくり

外国人居住者に暮らしやすいまちづくり

特に必要だと思うことはない

その他

不明

59.9
38.2

24.8
29.3

18.5
22.3

17.8
12.7
16.6

8.3
14.0

8.9
6.4
4.5
5.7
2.5
5.1
2.5
4.5
5.1
8.9

60.9
31.0

26.4
25.3
25.3

16.1
23.0

12.6
10.3
16.1
19.5

4.6
9.2
5.7
3.4
3.4
3.4
2.3
6.9
5.7
6.9

上郷東地区 (n=202)

56.9
32.7
30.2
30.2

23.8
19.3
20.8
17.8
14.4

23.3
14.4

7.9
5.4
5.4
5.0
5.9
2.5
2.5
3.5
5.0
10.4

※レイアウトの関係で選択肢の一部を省略しています
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（2） ご意見・ご提案・第５期栄区地域福祉保健計画への期待 

･ 「暮らしやすいまちづくりについて」に関する記載（169件）が最も多く、

「地域のつながり、支えあいについて」に関する記載（95件）が続いている。

最も多いのは「暮らしやすいまちづくりについて」のうち「バスの増便、車の

運行サービス、夜間運行希望」（33件）であった。 

 暮らしやすいまちづくりについて
バスの増便、車の運行サービス、夜間運行希望 33
高齢者施設、高齢者が暮らしやすいまちを希望 19
商業施設の充実・活性化 18
公共交通システムの整備 15
道路・歩道整備、渋滞の解消を望む 10
保育施設、保育環境に関する要望 8
遊び場・公園整備に関する要望 7
まちの美化、治安をよくしてほしい 6
雑草問題について 6
中高生を含む子供向け設備の要望 6
ごみ出しマナー、ごみ回収について 5
空き家問題 5
防犯対策を強化してほしい 5
交通マナー、駐輪場整備など 4
個人商店の充実、商店街の活性化を希望 3
川の整備 3
土地の利用 3
インフラ整備 2
駅周辺の整備 2
その他 9

地域のつながり、支えあいについて
地域活動、地域コミュニティについて 21
防災対策の強化・援助 15
地域のつながり、あいさつ 12
障害者に優しいまちづくり、障害者施設の充実を希望 6
福祉活動について 5
子どもと高齢者のつながりを希望 4
外国人について 3
高齢化問題 3
子ども世帯への支援 3
子ども政策全般、教育問題 3
若者・子育て世代が暮らしやすいまちづくり 3
孤独死問題 2
その他 15

情報が行き届くことについて
地域活動、趣味活動の情報提供等に関する要望 10
高齢者サービスやシニア向けイベントについて 5
気軽に相談できる窓口（子ども、高齢者など）が欲しい、知りたい 3
広報不足 2

区政、行政サービスについて
区への感謝、労い 14
市政・区政全体への期待、要望 11
税金、補助金、保険料について 4
栄区について 3
医療費が高い 2
投票所に関する要望 2
その他 10

その他（２件以上のご意見）
自らの心情、活動について 20
本アンケートについて 6

その他（各１件のご意見） 17

169

95

20

46

26


